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を
照
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す
運
動
推
進
大
会
■
■

○
滋
賀
大
会

　

滋
賀
教
区
本
部（
山
岡
智
恢
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
九
日
に
栗

東
市
の
こ
ん
ぜ
の
里
森
の
未
来
館
を
会
場
に
、

一
隅
を
照
ら
す
運
動
滋
賀
教
区
本
部
推
進
大

会
を
開
催
し
、
百
八
十
五
名
の
参
加
者
が
集

ま
っ
た
。

　

大
会
は
山
岡
教
区
本
部
長
を
導
師
に
法
楽

が
執
り
行
わ
れ
、
幕
を
開
け
た
。
開
会
式
で

は
、
今
年
度
に
支
部
活
動
事
業
助
成
の
認
定

を
受
け
た
支

部
へ
長
山
慈

信
天
台
宗
参

務
法
人
部
長

よ
り
支
部
活

動
事
業
助
成

認
定
証
が
手

渡
さ
れ
、
併

せ
て
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
た
。

　

休
憩
を
は

さ
み
、
延
暦

寺
一
山
円
竜

院
住
職
宮
本

祖
豊
師
を
講

師
に「
比
叡
山
の
修
行
と
伝
教
大
師
の
御
心
」

と
題
し
、
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。
講
演
の

中
で
、
自
身
の
出
生
か
ら
出
家
得
度
、「
十

二
年
籠
山
行
」
に
い
た
る
経
緯
、
二
十
年
に

亘
る
比
叡
山
で
の
修
行
が
語
ら
れ
た
。
参
加

者
は
、
宮
本
師
が
伝
教
大
師
の
教
え
か
ら
感

じ
得
た
、
そ
の
言
葉
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

続
い
て
、
八
日
市
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
に
よ
る
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
が
披
露
さ
れ

た
。
演
奏
会
は
、
天
台
宗
の
宗
歌
に
始
ま
り
、

全
八
曲
が
演
奏
さ
れ
最
後
は
懐
か
し
の
学
園

ソ
ン
グ
・
メ
ド
レ
ー
を
参
加
者
と
と
も
に
合

唱
し
、
会
場
は
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。

　

最
後
に
、
当
日
会
場
に
て
集
め
ら
れ
た
浄

財
が
同
運
動
総
本
部
に
寄
託
さ
れ
、
大
会
は

閉
会
し
た
。

○
山
陰
大
会

　

山
陰
教
区
本
部（
見
上
知
正
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
六
日
に
鳥

取
市
文
化
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
第
六
回
一
隅

を
照
ら
す
運
動
山
陰
大
会
を
開
催
し
、
五
百

名
の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。

　

第
一
部
で
は
、
見
上
教
区
本
部
長
を
大
導

師
に
法
楽
が
執
り
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
主

催
者
を
代
表
し
て
見
上
教
区
本
部
長
よ
り
挨

拶
、
横
山
照
泰
同
運
動
総
本
部
長
よ
り
祝
辞

が
あ
っ
た
。
続
い
て
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

同
運
動
の
実
践
に
顕
著
な
教
区
檀
信
徒
四
名

が
表
彰
さ
れ
た
。
第
一
部
の
最
後
に
十
月
二

十
一
日
に
発
生
し
た
、
鳥
取
県
中
部
地
震
災

害
に
対
す
る
義
援
金
百
万
円
の
寄
託
が
あ
り
、
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横
山
総
本
部
長
か
ら
谷
和
敏
鳥
取
県
庁
福
祉

保
健
部
福
祉
保
健
課
長
へ
目
録
が
贈
呈
さ
れ

た
。

　

第
二
部
で
は
、「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」

の
紹
介
を
志
井
浩
順
同
運
動
総
本
部
次
長
が

行
い
、
運
動
の
説
明
や
身
近
な
こ
と
か
ら
は

じ
め
ら
れ
る
活
動
を
参
加
者
に
解
説
、
続
い

て
、
同
運
動
広
報
大
使
で
も
あ
る
露
の
団
姫

師
に
よ
る
仏
教
落
語
が
催
さ
れ
、
自
身
創
作

の
「
仏
は
君
を
ホ
ッ
ト
ケ
な
い
」
が
披
露
さ

れ
る
と
、
観
衆
の
大
き
な
笑
い
声
が
ホ
ー
ル

い
っ
ぱ
い
に
響
い
て
い
た
。

　

第
三
部
で
は
、
延
暦
寺
一
山
円
竜
院
住
職

宮
本
祖
豊
師
を
講
師
に
「
覚
悟
の
力
」
と
題

し
、
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。
講
演
の
中
で
、

自
身
の
出
生
か
ら
出
家
得
度
、
比
叡
山
で
の

修
行
体
験
を
語
り
、
感
謝
の
こ
こ
ろ
を
持
つ

こ
と
の
難
し
さ
、
ま
た
そ
の
す
ば
ら
し
さ
を

力
強
く
話
さ
れ
、
そ
の
言
葉
に
聴
衆
は
聞
き

入
っ
て
い
た
。

　

最
後
に
、
教
区
檀
信
徒
会
会
長
の
森
泰
章

氏
か
ら
閉
会
の
辞
が
あ
り
、
大
会
は
幕
を
閉

じ
た
。

一
隅
を
照
ら
す
運
動
ニ
ュ
ー
ス

◎ 

比
叡
山
中
学
校
生
徒
が
東
日
本
大
震
災
義

援
金
を
寄
託

　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
一
日
、
比
叡
山
中

学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
の
代
表
が
来
庁

し
、
横
山
照
泰
同
運
動
総
本
部
長
に
東
日
本

大
震
災
義
援
金
を
寄
託
し
た
。

　

こ
の
義
援
金
は
、
九
月
二
十
九
日
・
三
十

日
に
同
校
で
文
化
祭
を
開
催
し
た
際
に
、
同

校
の
生
徒
が
持
ち
寄
っ
た
品
物
を
バ
ザ
ー
で

販
売
し
た
売
り
上
げ
に
な
る
。

　

同
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
は
そ
の
他
に

も
、
募
金
活
動
や
福
祉
施
設
へ
の
雑
巾
の
贈

呈
、
坂
本
周
辺
の
清
掃
活
動
な
ど
様
々
な
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

お
詫
び
と
訂
正

　
「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
だ
よ

り
№
四
十
一
」
中
、
九
頁
の
一
隅
を
照

ら
す
運
動
ニ
ュ
ー
ス
◎
「
一
隅
を
照
ら

す
運
動
」
理
事
会
開
催
記
事
に
お
い
て

「
東
伏
見
慈
光
師
」と
あ
り
ま
す
が
、「
東

伏
見
慈
晃
師
」
と
訂
正
し
、
こ
こ
に
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。




